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研究成果
において二形性・多形性は様々な局面で見られ
るが，特に重要なのが菌糸・酵母という栄養増殖形態の
ニ形性である. このようなニ形性真菌は様々な分類群・
生態群中に存在しており，真菌類の形態形成を考察する
上で重要な問題のーっとなっている.とりわ
では良く知られた帯在であり，環境中では菌糸，体内で
は酵母として生育する病原菌はヒトの病原菌の中でも
要な位置を占めている.その一方，森林においても
性真菌は普遍的に存在しており，とりわけ植物と昆虫の
寄生菌や共生菌ではしばしば見られるが，森林環境にお
けるこ形性の意義は十分明らかになっていない.
らは，当研究センタ…において以前行っていた共
同利用研究において，いわゆるアンプ口シア商と
菌に着目して培養形態の観察を行ってきた.前者は養菌
性キクイムシの外部共生菌， 後者はヒトの病原菌であ
るだけでなく，森林環境では植物表面の常宿閣として
知られる菌群である.その観察結果より，基質の物理的
な特性がこれら二形性真蘭の形態形成に重要な意味を
持つことが示された.また，その際，日本各地で重大な
をもたらしているナラ類集団枯損の病原菌 R ajJaelea 
quercivoraが酵母状の栄養増殖形態を有していることを
初めて明らかにした.
今回の共同利用研究においては，前回の成果を吏に深
めるべく，植物や昆虫に寄生または共生する森林性の真
菌類を中心に事例を増やすことを試みている. 05年度
は，これまでのデータ整理を行って成果の発表のための
準備を行うと共に，新たな供試菌の分離を試みた.ここ
まで 5種 8菌株における観察結果をまとめ，娘夫培地で
は菌糸が，液体培地では酵母が出現しやすいという傾向
を再確認した.こういった基質の違いに対する反応は昆
虫共生菌では特に顕著であり，そういった菌群において
二形性が昆虫との共進化の過程で獲得された可能性も
考えられた.一方，新たな候補閣としては，見虫病原菌 
Beauveria bωsianaを分離した. また， ヤシオオオサゾウ
ムシの外部共生酵母を分離し，同定を試みている.
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